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シダ植物と種子植物の「根」は別の器官であることが分かった！ 

研究の要旨 

私たちが普段⽬にする植物は，すべて「根」を持ちます。ところが，根を形作る仕組みを⽐べてみると，

シダ植物と種⼦植物の「根」は別の器官であることが分かりました。「形は似ているのに起源が違う」とい

う驚くべき成果は，2017 年 6 ⽉ 6 ⽇付でイギリスの専⾨誌「New Phytologist（電⼦版）」で公表されま

した。なお，この研究は京都教育⼤学，⾦沢⼤学，⽇本⼥⼦⼤学の共同研究として⾏われたものです。 
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現生の小葉類における根端分裂組織の多様性と根の起源に関するその意義． 

 

研究の詳細 

維管束植物の体は，根，茎，葉からできています。この特徴は，種子植物（裸子植物と被子植物）であ

っても，シダ植物（シダ類と小葉類）であっても同じです。ところが，化石の研究から，種子植物とシダ

植物の「根」は別の器官ではないかという意見が，古くからありました。維管束植物の祖先は今から約４

億年前頃に現れましたが，祖先植物は根を持っていませんでした。３億５千万年頃には，すべての植物が

根を持つようになりますが，シダ植物の系統と種子植物の系統は，根の起源よりも前に分かれたと考えら

れています。そのため，「シダ植物と種子植物の根は別々に進化した」，すなわち，「両者は別の器官である」

という意見になるわけです。 

 シダ植物と種子植物の根が別の器官であれば，それらを形作るメカニズムも異なるはずです。しかし，

両者の違いを明確に示すデータはこれまで得られていませんでした。私たちは，根の先端にある成長点（根

端分裂組織）での細胞分裂の動態をシダ植物と種子植物の根で比べることで，両者に明確な違いがあるこ

とを見出しました。 

 

 



 

 種子植物の根端分裂組織には，静止中心とよばれる部分があります。根端分裂組織の細胞は，根の細胞

を作り出すために活発に分裂しますが，静止中心では細胞の分裂が活発に起こりません。根は条件が良け

れば，いつまでも伸び続けることができます（無限成長性）。この性質は，根端分裂組織で作られた細胞を

使い尽くさないことによって実現されます。静止中心は「新しくできた細胞を根の組織として使い尽くさ

ないための倉庫」と捉えると，分かりやすいかもしれません（図１）。 

 私たちが，シダ植物のシダ類や小葉類で根端分裂組織における細胞分裂を調べてみると，どの細胞も同

じように分裂していて，静止中心はありませんでした（図２）。にもかかわらず，シダ類や小葉類の根も無

限成長性を示します。このことは，シダ植物の根は種子植物とは異なる仕組みで無限成長性を実現してい

ることを示唆し，同じように見える根でも，形作りのメカニズムが全く異なることが分かりました。つま

り，シダ植物と種子植物の根が別の器官であることを，形作りのメカニズムから初めて示したことになり

ます。 

 一方，シダ植物の中でも，小葉類の一部には静止中心のような組織があることが分かりました（図３）。

しかし，静止中心のような組織を持つグループは，静止中心を持たないグループから進化したようです。

従って，種子植物と小葉類の“静止中心”は「似て非なるもの」ですが，小葉類の“静止中心”が何の役

に立っているのかは現時点では分かりません。もしかすると「細胞の倉庫」を持つことは，効率よく無限

成長を行う上で避けては通れない戦略なのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１．根頂端分裂組織 

静止中心（青色）の周りの細胞（橙色）が分裂し、根の本体が作られる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■内容に関するお問合せ先 

 京都教育大学 教育学部 理学科 藤浪理恵子 
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■本件発信部署 
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 TEL：076-264-5024 FAX：076-234-4015 E-mail：koho@adm.kanazawa-u.ac.jp 

図２．小葉類トウゲシバ（左）とシダ類イワヒメワラビ（右）の根頂端分裂組織 

緑色に染まった核のある細胞で、活発な分裂が起きている。静止中心のように分裂をあまりしない

ところはみられない（白丸点線付近）。 

図３．小葉類ヒカゲノカズラの根頂端分裂組織 

根の頂端部には、細胞が分裂をほとんどしない、静止中心のような領域（白丸線内）がある。 
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